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Ｐ２～５ … たいせつなここがポイント
Ｐ６～７ … たいせつHOTニュース
Ｐ８ ……… 組合員組織役員紹介
Ｐ９～11 … メカニックセンターからのお知らせ　　　
Ｐ12 ……… 農作業にも役立つセルフコンディショニング講座
Ｐ13 ……… 新型コロナウイルスワクチンの接種後について
Ｐ14 ……… 理事会・監事会からのお知らせ・たいせつのあゆみ
　　　　　  JAたいせつFacebook随時更新中です
　　　　　  第４回法律相談日のお知らせ

６月11日（金）田んぼアート2021田植え作業が行われました６月11日（金）田んぼア ト2021田植え作業が行われました2
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たいせつ
なここがポイント
営農部　農産販売課

◆育苗用ハウスの土壌診断を行いましょう。
～次年度へ向けて～

水稲編

１ ケイ酸資材の追肥を実施しましょう。
　 　ケイ酸資材の追肥を実施することにより、茎の強度が向上し耐倒伏性が向上します。また、
葉全体が直立し下葉にも太陽光が当たるようになり、デンプンの生成と転流が活発になるた
め、タンパク含有率が下がり、食味の向上などが期待できます。主なケイ酸資材は表１を参
考にしてください。

２ 病害虫防除
（１）いもち病対策

いもち病は糊熟期（出穂後20日）までに発生すると減収の可能性があるため、
ほ場をよく観察して適正防除を行いましょう。補植用の余り苗や畦畔に代かき後
すくい上げたゴミなどがあるほ場はなるべく早く処理をしましょう。また、可能
であれば見歩き調査を行い早期発見に努めましょう。

（２）水田病害虫防除
７月下旬から第１回目の防除期間となっており、日程につきましては、「営農技
術情報」にて適宜ご連絡いたしますのでご確認いただきますようお願い致します。

３ 生産履歴の記帳について
トレーサビリティ法が施行され産地情報の伝達が義務付けられております。日

頃からこまめに記帳し信頼性の高い生産履歴となるよう努め、消費者に対し正し
い情報を伝達できるようにしましょう。なお、水稲生産履歴の受付については本
年も８月中旬を予定しておりますので、日程が確定しだい別途ご案内いたします。 葉いもち病斑

表1
主なケイ酸資材の銘柄 使用量

粒状ケイカル・スーパーミネカル
ゆめシリカ

20㎏
(10ａ当たり)

ケイ酸投入

光合成促進

・根の活力が増大する。

・茎の強度が向上する。

・葉が直立し下葉に太陽光が当た

りデンプンの生成が活発になる。

根の活力が増大することにより養水分の吸収

を促進する。

茎葉が固くなることで、倒伏しにくくなり病

気や異常気象に強い稲になる。

デンプンが生成されると粒が大きくなるため

タンパク質の割合が低下し、食味が向上する。

図１

図２

なるべく表面を
削ってから採取
しましょう。

ケイ酸資材投入後の様子
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１ 小 麦
　（１）生育状況の確認
　 　本年の秋まき小麦の生育を平年と比較（表１）すると出穂揃いで３日程早く生育していま
すが、草丈が『長』、茎数については『やや多』で推移しています。このまま生育が進むと
収穫時期も早まりますのでほ場をよく観察しましょう。
表１　『秋まき小麦』生育状況（上川農業改良普及センター調査※）
時期 起生期 幼穂形成期 止葉期 出穂始 出穂期 出穂揃 乳熟期 成熟期
平年 ４月９日 ５月５日 ５月23日 ６月１日 ６月２日 ６月４日 ６月25日 ７月14日
本年 ４月３日 ５月１日 ５月24日 ６月２日 ６月３日 ６月５日 ― ―

※６月15日現在

（２）収穫前のほ場確認
近年発生地域・件数ともに急速に拡大している『なまぐさ黒穂病』

ですが、たいせつ地区においても被害が発生しております。収穫作
業などで健全な子実に胞子が付着すると異臭麦となって品質を著し
く低下させる非常に厄介な病気です。出穂期から発病の確認ができ
ますので、収穫前に異臭のするほ場や周りの健全穂と比べ草丈が半
分程度に短い穂（写真１参照）がないか見回るようにしましょう。
もし、疑いのあるほ場を確認できた場合はすぐに最寄りの営農セン
ターへ連絡するとともに、別刈りするなど感染防止対策をとり別の
ほ場へ移動する前に車の洗浄や着用していた衣服などは必ず着替え
るようにしましょう。

（３）適期収穫で高品質小麦を
ほ場ごとに熟度や水分を把握し収穫適期を見極めましょう（表２参照）。
子実水分30％以下が収穫の目安です。子実水分が40％以下になると、一日当

りの水分減少率は大きくなり、高温・晴天時では５～６％も低下します。子実水
分が40％程度になるころから子実水分を的確に把握し、適期になったら速やかに
収穫しましょう。
表２　子実水分の判定法

子実水分 爪による判定 歯による判定

黄熟中期 35％ 指先では押し潰せないが、爪でちぎ
る事は容易である。 前歯で抵抗なく噛み切れる。

黄熟後期 30％ 爪でちぎる事は出来るが、若干抵抗
を感じる。

前歯でちぎることは出来るが、若干
抵抗を感じる。

２ 次年度へ向けた準備
（１）雑草処理は確実に行いましょう。

連作ほ場などでは特に雑草の発生が多く、病害・収量・刈り取り作業に大きな影響を与えるため、耕起前に必ず
雑草処理を徹底して下さい（表３）。
※ ただし、ラベルに記載されている注意事項を必ず守り、ドリフト低減ノズル等の器具の使用を基本として農薬
の適正使用、ドリフトの防止に努めましょう。

表３　耕起前の除草剤一覧
除草剤名 適用雑草 使用時期 10a当り薬量 安全使用基準

ラウンドアップマックスロード 雑草茎葉散布
多年生雑草

耕起前まで
（雑草生育期） 200ml ～ 500ml ３回

タッチダウンｉＱ（秋播き小麦のみ） 雑草茎葉散布
多年生雑草

耕起３日以前
（雑草生育期） 500ml ～ 750ml １回

クサトリキング 雑草茎葉散布
多年生雑草

耕起前まで
（草丈30ｃｍ以下） 250ml ～ 500ml ３回

畑作編

写真２ 罹病穂の外観

写真1 草丈の違い
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青果編
青果共通チェックポイント！

□ 早朝からの換気で風通しを良くし、葉先や果実についた露を乾かす。

□曇天、雨天日の閉め込みは厳禁、換気により湿気を抜き外気を通す。

□栄養過多な株は葉が混みやすく病害虫が発生しやすいため適正な株管理を行う。

□病害の発生した葉は早めに摘葉し感染の拡大を防ぐ。

□ハウス周囲の雑草は害虫の発生源となるため、除草をしっかり行う。

１ きゅうり
（1） 温度管理

目標温度

注：30℃以上では、茎葉の老化や奇形果が増加しやすくなるため、換気にも留意する。
日中温度 25～30℃
夜間温度 15～16℃

（2） 生育管理
　茎葉が繁茂しすぎると、採光性、風通しが悪くなるので、新葉に日陰を作っている葉を除去する。摘葉は１回で１～２葉、
多くても３葉までとするが、古葉や病葉はこの限りでない。
  また、着果量が増加して曲がり果などの変形果が発生したら、
早めに摘果を行い株の負担を減らす。

（3） 病害虫対策
【褐斑病・べと病】
〇発生しやすい状況と対策
　どちらも、多湿条件で発生し、草勢が衰えている場合に
多発しやすいので、積極的な換気を行い、ハウス内湿度を
高めないようにする。
　摘葉や追肥を遅れずに行い、適正な草勢を維持するよう
にする。
　早めの防除が必要なので、ほ場をよ
く観察し、病斑を見つけたら葉を摘除
し発病初期に防除を行う。

【うどんこ病】
〇発生しやすい状況と対策
　やや乾燥した条件下で多発しやすい。
施肥が多いと発病が多くなる傾向があ
る。
　ほ場を乾燥させすぎないことと、被
害葉や果実は摘除し、発病初期に防除
を行う。

【ハダニ】
〇発生しやすい状況と対策
　葉の裏に寄生し、吸汁により葉の表
に白いかすり状の斑点が現れる。
　ハウス入り口周辺から発生することが多い。多発すると葉全体が黄変枯死し、防除も困
難になるので、ほ場をよく観察し早めの防除を行うが、薬剤抵抗性の出現を防止するため、
同一薬剤は連用しない。

【アブラムシ類】
〇発生しやすい状況と対策
　ワタアブラムシはウリ類での増殖が早く、葉裏一面に群生するようになり、特に吸汁害
によって茎葉が萎凋し、その排泄物によって葉や果実の汚染が発生する。寄生初期に防除
を行う。

２ 原料トマト
（1） 温度管理

目標温度
　今後高温期に入ることから、高温時は遮光資材を活用するなどし、
ハウス内温度の低下に努める。また、曇雨天時にはハウスを閉め切り
にせず、換気を行い病害の発生を防ぐ。

日中温度 晴天 25～28℃
雨天 16℃以上

夜間温度 13℃以上

褐斑病 べと病

うどんこ病

写真上：葉裏に寄生
しているナミハダニ

下：ハダニによるか
すり状症状

アブラムシ
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（2） 病害虫対策
【灰色かび病防除】
〇発生しやすい状況と対策
　灰色かび病は、気温 20℃前後で湿度が高いときに発生しやすい。ハウスの換気に注意し、
薬剤の予防散布を実施する。発病が確認された場合は、罹病した果実や葉は除去・搬出し、そ
の後薬剤を散布しまん延を防ぐ。

【尻腐れ果】
〇発生しやすい状況と対策
　高温時は土壌水分が不足しやすく、根からの石灰の吸収が不足するため尻腐症が発生する。
天候に合わせかん水管量を増やすなどかん水管理に努める。また、発生が心配される場合は、
予め葉面散布を行う。

例：パフォームCa　500～ 1,000 倍
　５～10 日間隔で数回、開花花房とその周辺の葉に散布する。特に５～６段開花時は発生しや
すいので注意する。

※高温期の遮光資材活用
　高温期には、日焼果、尻腐果、裂果防止のため、遮光資材を積極的に活用する。日焼け果（写
真）は高温によるリコペン合成の 抑制により発生するので、高温時に遮光資材を使用し、果
実の 温度上昇を防ぐ。

３ なんばん・ししとう
（1） 温度管理

 目標温度 湿度管理
日中温度 25～30℃ 気温 20℃以上の時に湿度を 65％以下にしない。

高温乾燥時は通常の灌水の他に、通路かん水を実施し、ハウス内湿
度を確保する。夜間温度 20～23℃

（2） 生育管理
　着果数に応じてかん水量を増減する。根の吸水が活発で蒸発散作用も旺盛なので、少量
多回数のかん水を行い、晴天時、高温時は特に注意する。

（3） 病害虫対策
【アブラムシ】
〇発生しやすい状況と対策
　モモアカアブラムシとワタアブラムシの２種類が主に発生し、モモアカアブラムシは、
生長点付近や上位の新葉に、ワタアブラムシは下葉の葉裏に多く見られる。多発すると
防除が難しくなる場合があるので、ほ場を観察し初発を見逃さずに薬剤防除を実施する。

４ さやいんげん
（1）　温度管理

生育ステージ 開花まで 開花～収穫期

注：30℃以上の高温条件では、不受精による落花や、受精不良によって莢
の曲がりが多くなる。

気温 日中 15～25℃ 25℃以下
夜間 15～20℃

地　　　温 15～23℃

（2） 生育管理
　開花期以降は水分要求量が増加する。根は乾燥過湿に弱いので、草勢の維持を意識し、
土壌の水分を確認しながら、少量多回数のかん水を行う。

（3） 発生が多い主な病害虫
【灰色かび病・菌核病】
〇発生しやすい状況と対策
　開花後の天候が日照不足で多湿の時に多発するので、曇雨天時でも、ハウスを閉め切
らずに換気を行う。曇雨天が続くときは、発生に注意し予防防除を行う。

【アザミウマ類】
〇発生しやすい状況と対策
　莢が火膨れ症状となり商品性が失われる。高温乾燥条件で発生が多くなり、周辺雑草
（特に黄色や白の花が咲くもの）が多いと発生も多くなるので、ほ場周辺の除草
に努める。
　アザミウマ類は花の中にいるので、花の中をよく観察し、発生が多くなってき
たら、薬剤による防除を行う。

灰色かび病

日焼け果

尻腐れ果

アブラムシ

灰色かび病

莢の火膨れ症状
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　田んぼアートの見頃は７月中旬～８月中旬です。
　本年は Facebook でも田んぼアートを楽しんで頂けるよう生育状況を随時更新致します。
　また、見晴台開放の日付は未定となっ
ておりますが開放日が決まり次第当 JA の
Facebook 内にてお知らせ致しますので下
記のQRコード又は、ホームページのアクセ
スURL より JA たいせつの Facebook フォ
ローをよろしくお願いいたします。

QRコードによる Facebook へのアクセスは
右記QRコードから→
ホームページへのアクセスは下記URL から↓
http://www.jataisetu.or.jp/



2021.77



2021.7 8

令和３年度　組合員組織役員のみなさま（敬称略・順不同）
現在当ＪＡにある組合員組織で、作物の生産・販売・技術の改善や地域農業を担い

ＪＡ活性化のために大きな役割を果たしています。

【営農部】
東鷹栖生産組織連絡協議会
役職 氏名

会長 山田　幸雄
副会長 村上　光生
副会長 （欠員）
会計 山原　　茂
監事 角　　一郎
監事 西山　俊秀

鷹栖生産組織協議会
役職 氏名

会長 中山　茂樹
副会長 吉本　　憲
副会長 佐竹　　晃
書記・会計 齊藤　敦志
運営委員 開澤　克明
運営委員 竹田　典洋
運営委員 西永　和美
監事 清水　敏彦
監事 松原　正樹

生産組織連絡協議会
役職 氏名

会長 中山　茂樹
副会長 山田　幸雄
副会長 佐竹　　晃
書記・会計（欠員）
幹事 吉本　　憲
幹事 齊藤　敦志
幹事 開澤　克明
幹事 竹田　典洋
幹事 西永　和美
幹事 松原　正樹
幹事 村上　光生
幹事 山原　　茂
幹事 安部　宏和
監事 角　　一郎
監事 清水　敏彦

女性部
役職 氏名

部長 中島かおり
副部長 長田　直美
書記会計 谷口　圭子
理事 大坪　和枝
監事 中田さとみ
監事 舟根奈穂美

フレッシュミズの会
役職 氏名

会長 平林　純子
副会長 八重樫優子
書記会計 遠藤亜沙美

地域グリーンハート協議会
役職 氏名

会長 松原　剛志（ＪＡ )
副会長 高見　一典（東鷹栖農連）
副会長 中家　　彰（鷹栖町農連）
委員 山原　　茂（ＪＡ )
委員 野地　秀規（大雪土地改良区）
委員 橋本　雅典（青年部）
委員 中島かおり（女性部）
委員 髙橋　雄二（「稲穂の里」協議会）
委員 小沼　隆礼（青果協議会）
委員 新田　健一（酪農畜産振興会）
委員 中山　茂樹（生産組織連絡協議会）
監事 小松　義尊（旭川市）
監事 加藤　佳亨（鷹栖町）

田んぼアート実行委員会
役職 氏名

委員長 橋本　雅典（青年部）
委員 松原　剛志（ＪＡ )
委員 山原　　茂（ＪＡ )
委員 小松　義尊（旭川市）
委員 中島かおり（女性部）
委員 高見　一典（東鷹栖農連）
委員 髙橋　雄二（「稲穂の里」協議会）
委員 新田　健一（酪農畜産振興会）
委員 小沼　隆礼（青果協議会）
委員 酒井　雅憲（鷹栖町農連）
委員 中山　茂樹（生産組織連絡協議会）
監事 加藤　佳亨（鷹栖町）
監事 野地　秀規（大雪土地改良区）

青年部
役職 氏名

部長 橋本　雅典
副部長 青木　秀晃（営農）
副部長 外川　　光（組織）
副部長 笠谷　　亨（東鷹栖支部）
副部長 槇　　敦史（鷹栖支部）
総務 門木　俊郎
会計 三浦　正裕
理事 中島　奨太（営農）
理事 成澤　孝彬（組織）
理事 山原　　僚（東鷹栖支部）
理事 相澤　直登（鷹栖支部）
監事 中山　敬介
監事 三上　　竜
顧問 高見　章太

「稲穂の里」協議会
役職 氏名

会長 髙橋　雄二
副会長 布施　善貴
副会長 松田　直人
会計 上田　裕昭
幹事 相木　範幸
幹事 傳里　隆雄
幹事 竹澤　卓司
幹事 伊澤　裕弘
幹事 山田　幸雄
幹事 有倉　喜彦
幹事 寺崎　雄一
幹事 東　　伸治
幹事 高橋　　武
監事 谷口　裕次
監事 内藤　正樹

たいせつ良質米生産研究会
役職 氏名

会長 中谷　政実
副会長 大田雅一郎
書記会計 松木　一幸
監事 村上　光生
監事 栗林　正道

ハトムギ生産部会
役職 氏名

会長 中山　敬介
副会長 布施　善貴
会計 内藤　正樹
幹事 照井　邦明
幹事 山口　広夢
監事 高見　章太
監事 齊藤　敦志

無人ヘリ防除運航協議会
役職 氏名

会長 梁取　貴文
副会長 伊藤加津則
会計 高見　章太
運行部長 髙橋　雄二
監事 川添　宏明
監事 相澤　直登

鷹栖地区農用地利用調整組合
役職 氏名

組合長 舟根　輝好
副組合長 照井　邦明
会計・書記 中井　　保
理事 朝倉　芳和
理事 利根川　泰
理事 小原　孝志
監事 寺崎　雄一
監事 清水　敏彦
鷹栖支部長 中山　敬介
中央支部長 宝田　信明
北斗支部長 池田　修也
北成支部長 石田　　保

旭川青果物生産出荷協議会たいせつ支部
役職 氏名

会長 小沼　隆礼
副会長 遠藤　　渉
会計 谷口　裕次
理事 中村　雅裕
理事 関口　廣行
理事 大田　和樹
理事 西山　俊秀
理事 上田　裕昭
理事 野中　　剛
理事 小島　昭人
監事 髙橋　雄二
監事 遠藤　真澄

きゅうり部会
役職 氏名

部会長 遠藤　真澄
副部会長・会計 広瀬　晋一

なんばん部会
役職 氏名

部会長 中村　雅裕
副部会長・会計 伊藤加津則

ししとう部会
役職 氏名

部会長 関口　廣行
副部会長・会計 関口　静子

玉葱部会
役職 氏名

部会長 大田　和樹
副部会長 川添　宏明
会計 中谷　　仁

いちご部会
役職 氏名

部会長 西山　俊秀
副部会長・会計 鷲尾　陽一

ＪＡたいせつ採種組合
役職 氏名

組合長 酒井　雅憲
副組合長 寺崎　雄一
事務局長 林　　宏典
幹事 佐竹　　晃
幹事 柳田　浩貴
幹事 長谷　英樹
監事 森脇　豊仁
監事 小野寺昭人

たいせつ農産物販売協議会
役職 氏名

会長 大田　信子
副会長 笹川　明美
会計 中　　文子
幹事（書記）原　真由美
幹事 伊東ヨリ子
幹事 鉢呂　正子
監事 関口　道子
監事 高橋　慶湖

ほうれん草部会
役職 氏名

部会長 上田　裕昭
副部会長・会計 川添　宏明

原料トマト部会
役職 氏名

部会長 髙橋　雄二
副部会長 原崎　拓也
会計 三上　　竜

アスパラ部会
役職 氏名

部会長 野中　　剛
副部会長 原崎　拓也
会計 川上　翔太

豆部会
役職 氏名

部会長 小島　昭人
副部会長・会計 三浦　正裕

ねぎ部会
役職 氏名

部会長 小沼　隆礼
副部会長・会計 橋本　雅典

ＪＡたいせつ酪農畜産振興会
役職 氏名

会長 新田　健一
副会長 相澤　広隆
会計 野作　　勉
監事 菊地　智博
監事 畠山　義雄

【金融部】
東鷹栖年金友の会

役職 氏名
会長 道下　吉孝
副会長 中谷　芳春
幹事 伊藤二三夫
幹事 田中　和之
監事 吉川　高義
監事 高畠　賢治

鷹栖年金友の会
役職 氏名

会長 坂本　　武
副会長 筒井　良一
幹事 遠藤　公幸
幹事 菊地　義雄
幹事 角谷　秀雄
監事 浦　　　諭
監事 中林とよ子
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給油所機器更新工事に伴う休業について
　日頃、当 JA事業運営につきまして格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　標記の件につきまして、クレジットカードの IC対応等を目的として、給油所機器の更新工事を実施い
たします。
　つきましては、下記日程において給油所を休業させていただきますので、大変ご不便をお掛けいたしま
すが、ご理解の程よろしくお願い申し上げます。

東鷹栖セルフ給油所　令和３年７月 27日（火）
鷹栖セルフ給油所　　令和３年７月 29日（木）



2021.7 10



2021.711



2021.7 12



― 組合員の皆様へ ―
　新型コロナウイルスに対するワクチン接種が始まりましたが、ワクチン接種後の副反応に不安を抱いている方が少な
くありません。ワクチン接種後の副反応としては「接種部位の痛み・腫れ」「発熱」「頭痛」「倦怠感」などが主に報告
されています。
　このような状況の中、北海道厚生連よりワクチン接種後の情報提供がございましたので、組合員皆様にご案内申し上
げます。

参照：厚生労働省　新型コロナワクチンＱ＆Ａ

これまでに認められている副反応にはど
のようなものがありますか？

ワクチンを受けた後に熱が出たら、どう
すれば良いですか？

ワクチンを受けた後の発熱や痛みに対
し、市販の解熱鎮痛剤を飲んでも良い
ですか？

アナフィラキシーではどのような症状が
出ますか？
治療法はありますか？

注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉
や関節の痛みなどが見られることがあり、
稀な頻度でアナフィラキシー（急性アレルギー）反応
が発生します。
ファイザー社のワクチンでは、注射した部分の痛み、
疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み、寒気、下痢、発熱な
どが見られることがあり、大部分は接種後数日以内に
回復しています。

ワクチンによる発熱は接種後 1～２日以
内に起こることが多く、必要な場合は解
熱鎮痛剤を服用して様子を見て頂くこと
になります。

ワクチン接種後、2日以上熱が続く場合や症状が重い
場合、咳や咽頭痛、味覚・嗅覚の消失、息切れなどの
症状がある場合は、医療機関への受診や相談をして下
さい。

接種後の発熱や痛みに対し、市販の解
熱鎮痛剤で対応頂くことも考えられま
すが、以下の場合は主治医や薬剤師に
ご相談下さい。
・ 他の薬を服用していたり、病気治療
中の場合。
・ 高熱など重い症状や症状が長く続い
ている場合。
なお、接種当日と翌日は無理をせず、
安静を心掛けましょう。

じんま疹などの皮膚症状、腹痛や嘔
吐などの消化器症状、息苦しさなど
の呼吸器症状の他、血圧低下や意
識レベルの低下を伴う場合をアナ
フィラキシーショックと呼びます。
薬の注射等で治療します。

ワクチン接種後、予防的に解熱鎮痛剤などを服用することは、推奨されていません。
また、配置薬を服用する際は、以下にご注意ください。
・ほかの薬を服用している場合や病気治療中の場合。
・激しい痛みや高熱、症状が重い場合や長く続いている場合。
・ワクチン接種後としては典型的でない症状がある場合。

ワクチン接種後、2日以上熱が続く場合や症状が重い場合、咳や咽頭痛、味覚・嗅覚の消失、息切
れなどの症状がある場合は、医療機関への受診や相談をして下さい。

症状の緩和に効果が見込まれる配置薬
『接種部の痛み、腫れ、発熱、頭痛』
【解熱鎮痛薬】・クミアイ新頭痛薬、ナロン錠、クミアイいたみどめカプセル
【総合風邪薬】・クミアイかぜぐすりカプセル、クミアイ新感冒錠、パブロンＳα
『倦怠感』　 ・マスチゲンゴールドＳなどドリンク剤
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「ＪＡたいせつのＦａｃｅｂｏｏｋを是非みて下さい！」～随時更新しています～
お得な情報やイベントの開催、日常業務から出来事まで、さまざまな情報をタイムリーに発信してい

ます！

ＪＡたいせつ Facebook にフォロー ・ いいね　　　をして、お得な情報をＧＥＴしましょう♪

また、ＪＡたいせつホームペー

ジより Facebook も御覧にな

れますので、是非この機会にア

クセスを！

QRコードによる
Facebook へのアクセスは

右記QRコードから →
ホームページへのアクセスは下記URLから ↓
http://www.jataisetu.or.jp/

第４回法律相談日のご案内
　ＪＡでは、農地の売買・相続等に関する問題や、その他日常における法律問題について相談いただける
よう顧問弁護士による法律相談日を定期的に設けておりますので、事前にご予約の上お気軽にご利用くだ
さい。

□相談日時　令和３年７月30日（金）
　　　　　　午後３時から午後５時　
□相談場所　東鷹栖本所営農センター
　　　　　　２F会議室

□弁 護 士　田代 耕平 氏
　　　　　　（札幌総合法律事務所）
※お問い合わせ先
　本所　購買部営農支援係　　☎57-2357
　支所　鷹栖支所営農施設課　☎87-4111
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